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人 口と 面積( 元 年. 6. 1)
世 帯　240, 488
人 口　642, 384 人

男　326, 318 人
女　316, 066 人

面 積　53. 25k ㎡
人 口 密度　12, 064 人/ k ㎡

《毎月5 日、15日 、25日 発行》

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
足
立
を
め
ざ
し
て

〝
彫
刻
の
ま
ち
〟
づ
く
り
発
進

区
で
は
、
ま
ち
か
ど
や
公
菌
な
ど
に
芸
術
性

の
高
い
彫
刻
を
計
画
的
に
般
置
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
の
彫
刻
が
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
て
作
品
を
公
募
し
、
そ
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し

い
彫
刻
を
般
置
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
作
品
か
、

街
並
み
に
調
和
し

、
街
並
み
そ
の
も
の
が
地
域

の
野
外
彫
刻
樊
術
綰
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
く

考
え
で
す

。

公
園
や
街
角
に
彫
刻
設
置

野
外
彫
刻

の

ま
ち

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
開
催

こ
の
事
業
は
、(
財
)
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社
が
実
施
す
る
も
の

で
、
財
源
と
し
て
。区
で
は
す
で

に
昨
年
慶
「
都
市
景
観
彫
刻
の
ま

ち
棊
金
」を
設
蘆
し
、1
0億
円
を

積
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
公
杠
で
も

昨
年
彫
刻
の
ま
ち
委
貝
会
を
設
蓆

し
、
こ
れ
ま
で
計
画
の
進
め
方
な

ど
を
審
議
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
彫
刻
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
第
一
弾
と
し
て
、
将
来
有

望
な
若
手
作
冢
を
発
掘
す
る
こ
と

を
主
眼
に
、
都
内
や
近
県
在
庄
の

彫
刻
家
に
応
募
を
呼
び
か
け
て
い

き
ま
す

。

テ
ー
マ
は
地
域
の
方
々
に
あ
ら

か
じ
め
設
匯
場
所
を
含
め
て
選
ん

で
も
ら
い
、
そ
の
テ
ー
マ
と
場
所

に
あ
っ
た
作
品
を
聹
集
。
応
募
作

品
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
う
え

テ
ー
マ
ご
と
に
優
秀
作
品
を
I
点

選
ん
で
制
作
を
依
頼
し
、
こ
の
作

品
を
基
金
の
邏
用
利
益
で
賈
い
上

げ
ま
す
。

彫
刻
完
成
後
は
、
作
品
を
集
め

て
足
立
区
野
外
彫
刻
の
ま
ち
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
閲
催
。
こ
の
野
外
キ
ャ

ラ
リ
ー
は
、
毎
年
閧
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

区
で
は

、
彫
刻
が
ま
ち
つ
く
り

の
核
と
な
り
、
そ
の
輪
が
さ
ら
に

人
き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
頤
つ

て
い
ま
す

。

采
年
度
以
後
は
、
薯
名
作
家
の

招
待
作
品
も
検
討
し
、
芸
術
性
を

さ
ら
に
高
め
て
彫

刻
足
立
包

し

て
謗
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
予
定

で
す

。

「
扇
彫
刻
の
あ
る
公
園
」完
成

こ
の
ほ
ど
扇
三
丁
目
に
3
体
の

彫
刻
が
設
蓙
さ
れ
ま
し
た

。
つ
ど

い
と
ふ
れ
あ
い
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
心
に
語
り
か
け
る
彫
刻
」「
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
彫
刻
」「
風
で
勦

く
彫
刻
」
で
す

。(写
真
上
・
右
)

心
に
語
り
か
け
る
彫
刻
「
け
い
」
と
子
供
た
ち

風で回る ユニークな 彫刻

〝彫刻のまち〟へ第一歩

都営本木第ニアパート自治会長

田宮　 勇さん

私
た
ち
の
住
む
地
域
に
「
扇
彫

刻
の
あ
る
公
園
」
が
5
月
末
に
完

成
し
ま
し
た
。

快
適
で
心
の
ふ
れ
あ
う
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
す

る
足
立
区
に
ふ
さ
わ
し
い
公
園
だ

と
思
い
ま
す
。

人
物
だ
け
で
な
く
、
風
で
勳
く

も
の
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
彫
刻
が
3

点
、置
か
れ
て
い
ま
す
。

晋
通
の
公
園
と
は
違
う
、
ち
ょ

っ
と
お
し
ゃ
れ
で
芸
術
性
の
高
い

公
園
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
私
た

ち
の
地
域
で
は
み
ん
な
喜
ん
で
い

ま
す
。小
学
生
も
登
下
校
の
際
、

芸
術
が
鑑
賞
で
き
て
し
あ
わ
せ
で

す
。地

域
で
は
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
大
切
に
守
っ
て
い
こ
う
と

話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

野
外
彫
刻
の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー

作
品
を
募
集

応
募
資
格

都
内
、
近
県
に
在
住

・
在
動

彫
刻
の
般
置
場
所
・
テ
ー
マ

区

内
6
地
区
を
設
定
し

、
地
区
ご

と
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
作
品

を
募
集

作
品
の
ジ
ャ
ン
ル

抖
象
、抽
象
、

環
境
芸
術
な
ど
、
い
ず
れ
か
禾

発
表
の
作
品
を
1

人
―
点

応
募
作
品

一
辺
が
5
0㌢
の
立
方

体
に
納
ま
る
マ
ケ
ッ
ト
(
僥
型
)
　

お
よ
び
パ
ー
ス
(
A
2

判

。善

色
、
素
材
、
重
羣
、
寸
法
を
明

記
)

※
応
募
希
望
の
方
は
。
返
信
用
切

手
(
1
7
5円
)
・
封
筒
(
角
3
)

を

同
封
の
う
え
申
込
用
紙
お
よ
び
資

料
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

資
料
講
求
締
切
日
7

月
2
1日
消

印
有
効

出
品
料

無
料

マ
ケ

。
ト
ー
パ
ー
ス
搬
入
日
時

8
月
3
0
日
～
9
月
　

1
日
、
午
前
1
0時

I
午
後
4
時

搬
入
場
所

足
立
区

野
外
彫
刻
の
ま
ち

ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
務

暘
(
北
千
庄
西
囗
駅
前
再
閧
発

事
務
所
2
階
)

響
査
曰
9

月
6
日
(
水
)

▽
第
一
次
審
査
(
入
選
)

足
立

区
彫
刻
の
ま
ち
委
與
会
に
お
い

て
、
彫
刻
設
置
予
定
場
所
ご
と

に
審
査
し
、
入
選
作
品
を
選
ぷ

▽
第
二
次
審
査
(
入
賞
)

入
選

し
た
作
品
の
中
か
ら
入
賞
作
品

を
1
地
区
1
点
選
ぶ

賞

入
選
作
品
に
つ
い
て
は
、
著

爬
権
を
含
め
て
1
0万
円
の
賞
金

を
贈
り
ま
す
。
入
賞
作
品
は
一

点
6
0
0万
円
(
本
体
、
台
座
お
よ

び
ギ
ャ
ラ
リ
ー
会
場
搬
入
費
用

を
含
む
)
で
喟
入

※
な
お
、
入
選
マ
ケ
ッ
ト
お
よ
び

入
爽
彫
刻
を
平
成
2
年
3
月
1
0日

～
2
5日
、北
千
住
駅
西
囗
広
場
(
予

定
)
で
展
示
、
参
観
者
に
よ
る
区

民
賞
を
予
定
し
て
い
ま
す

。

問
合
せ
・
責
料
講
求
先

足
立
区

野
外
彫
刻
の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー

事
務
局
(
〒
1
2
0千
僅
1
1
4
-
　
1
8

足
立
区
役
所
内

嬲
足
立

区
ま
ち
づ
く
り
公
社
都
市
景
観

デ
ザ
イ
ン
室
　
8
8
2
1
1
1
1

、

内
線
4
5
4
3
)

区役所は

第
2
・
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す

7
月
は
8
日
・
2
2曰
た
だ
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
は
、
今
ま
で
ど
お
り
開
き
ま
す

( 仮称)児童文化センター・ホール

の建設を検討しています

区
は
、2
1世
紀
の
足
立
区
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
す
こ
や
か

な
成
長
を
願
い
。(

仮
称
)
児
童
文

化
セ
ン
タ
ー
・
ホ

ー

ル
の
建
設
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

同
セ
ン

タ
ー

は
、
①
科
学
的
関

心
と
創
造
力
を
は

ぐ
く
む
た
め
の
科

学
セ
ン
タ
ー
的
機

能
と
し
て
、「
科
学

関
係
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
」「
宇
宙
ス
ポ

ー
ツ
室
」「
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
」
を
、

②
健
全
弯
成
団
体

の
活
勳
拠
点
と
し
て
、「
研
修

室
」「
団
体
活
勳
室
」「
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
」
を
、
ま
た
③
児
童
文

化
の
伝
承
の
場
と
し
て
の
機
能

を
も
っ
た
も
の
と

し
ま
す
。

ホ
ー
ル
は
、
広

く
区
民
の
文
化
、

学
習
お
よ
び
そ
の

発
表
の
場
と
し
ま

す
。な

お
、
建
設
予

定
地
は
、
栗
原
一

丁
目
の
都
営
住
宅

の
建
て
曹
え
に
と

も
な
う
用
地
の
一

部
で
、
来
年
度
橢

エ
、
平
成
4
年
6

月
完
成
を
め
ぎ

し
、
倹
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

A
生
涯
教
育
推
進
課
V

国
際
化
時
代
に
対
応
し
て

7
月
1

日

に
設
立

(
財
)
足
立
区
国
際
親
善
協
会

足
立
区
で
は

、
市
民
レ
ペ
ル

の
国
際
親
善
と
国
際
交
流
を
深

め
る
た
め
、
平
改
元
年
7
月
1

日

、
財
団
法
人
国
際
親
善
協
会

を
設
立
し
ま
し
た

。

協
会
で
は
、
基
本
財
源
3
億

円
(
全
額
区
出
資
)
を
運
用
し

て

、
今
後
、
諸
外
国
都
市
と
の

文
化

、
ス
ポ
ー
ツ

、
教
育
、
経

済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

る
交
流
を
行
い

、
相
互
理
解
と

友
倩
の
絆
を
深
め

、
国
際
親
善

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

足
立
区
は
、
こ
れ
ま
で

、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ペ
ル
モ
ン
ト

市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
結

び
、
都
市
提
携
交
流
協
会
を
中

心
に
国
際
交
流
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
現
在
の
国
際
化

社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

国
際
部
門
を
よ
り
発
展
さ
せ
る

た
め
法
人
化
し
た
も
の
で
す
。

法
人
化
に
よ
り
財
政
、人
材
、

活
勳
範
囲
な
ど
の
面
が
強
化
さ

れ
、
国
際
親
善
・
交
流
が
よ
り

進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。主

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

姉
妹
都
市
と
の
交
流

▽
中
学
生
派
遣
・
受
入

▽
親
善
訪
問
使
節
団
の
派
遺

・
受
入

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
お
よ
び

組
織
化

▽
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
登
録
制
度

▽
通
訳
登
録
制
度

足
立
区
の
紹
介

▽
外
国
語
で
表
示
さ
れ
た
生

活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・

配
付

区
民
へ
の
情
報
提
供

▽
機
関
誌
の
発
行

▽
講
習
会
の
閧
催

こ
れ
ら
の
交
流
事
業
を
円
隋

に
進
め
る
に
は
、
区
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。

協
会
で
は
、
区
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
生
か
し
な
が
ら
、2
1

世
紀
に
向
け
、
足
立
区
が
国
際

杠
会
の
中
で
、
璽
要
な
地
位
を

占
め
る
よ
う
に
積
極
的
な
活
勳

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

A
畊
足
立
区
国
際
親
響
協
会
V

事
務
局

足
立
区
役
所
内

8
8
2
1
1
1
1㈹

第11 回 足立の花火大会
日時7 月27 日(木)

午後7時15分～8時45分
(荒天の場合は28日に順延)

場所荒 川河 川 敷
( 千住新橋～西新井橋間)

夜空を彩る6000発

日
時
7
月
2
7
日
(
木
)
、午
後
7
時
　

1
5
分
～
8
時
4
5
分
(
荒
天
の
場
合
　

は
2
8日
に
順
延
)

場
所
荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
橋
～
　

西
新
井
儒
間
)

※
く
わ
し
く
は

、「
あ
だ
ち
広
報

」7

月
1
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

問
合
せ
先

観
光
協
会
事
務
局
(
中

央
本
町
庁
舎
・
膸
工
振
興
課
内
　

8
8
0
5
1
9
1
)
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ガイド ヘルパー制度が
変わります

視
覚
障
害
者
の
外
出
の
際
、
付

添
い
介
助
を
行
う
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
を
派
遣
す
る
制
度
が
。7
月
1

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

派
遣
対
象
者

恫一
歳
以
上
の
在
宅

の
視
覚
降
害
者
で
、
身
体
陣
害

者
手
帳
―
・
2
級
の
方
(
家
庭

で
介
助
で
き
る
方
が
い
な
い
場

合
に
隰
り
ま
す
)

派
遭
回
数
・
時
間
1

ヵ
月
巖
高

8
回
、1
回
あ
た
り
8
時
関
ま

で

費
用

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
交
通

費
等
実
費
経
費
の
ほ
か
、
利
用

者
本
人
の
所
得
に
応
じ
一
部
費

用
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障

害
福
祉
課
計
画
調
整
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

※
今
ま
で
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

を
受
け
て
い
た
方
も
、
今
回
あ
ら

た
め
て
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
に

国
民
宿
舎
の
無
料
利
用

母

子

・
父

子

家
庭

の

方

を

対

象

に
、
ひ

と

り

観

家
庭

休

養

ホ

ー

ム

事

業
を

行

っ

て

い

ま

す

。
親

子

そ

ろ

っ
て

夏

休

み

の

家

族

旅

行

に

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

宿

泊
場

所

熱

齬

・
日

光

・

河

口

湖

な

ど
1
0
ヵ

所

宿

泊

料

無

料
(

た

だ

し

、
入

湯

税

等
は

自

己

負

担
)

、年

度

内
2
　

泊
ま

で

申

込

方
法

直

接

窓

口

へ

、
母

子

年
金

、
児

童

扶

養
手

当

証

寮

、

育

成
手

当

支

払
通

知
S

な

ど

、

ひ

と

り

観

家

庭

が

確

認

で

き

る

も
の

を

持

参

申
込

・
問

合

せ

先

各

福

祉

事

務

所
(

足

立
　

翻
3
1
4
1

、
西

部
　

8
9
7
5
0
1
1

、
中

郡
　
8
8
9
　
1
4
8
1

、
東

部
　
6
0
5
7
1
0

5
、
北
部
　
8
8
3
6
8
0
0
)ま

た
は
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

8
8
2
1
1
1
1㈹

申
請
を
お
忘
れ
な
く

私
立
幼
稚
園
児
の

保
護
者
へ
補
助
金
支
給

区
で
は
、
私
立
幼
稚
園
や
幼
稚

園
類
似
施
設
に
幼
児
を
通
園
さ
せ

て
い
る
保
護
者
の
方
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
補
助
金
を
年
2
回

に
分
け
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
4
月
～
9
月
の
6
ヵ

月
分
(
前
期
分
)
で
す
。
支
給
要
件

に
該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
申

讀
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似
施

設
は
、
花
畑
団
地
幼
児
教
室
の
1

園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者
　

▽
平
成
元
年
4
月
1
日
以
降
引

き
続
き
足
立
区
に
住
民
登
録
し

て
い
る

▽
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
　

類
似
施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
　

年
月
日
の
幼
児
を
も
つ
保
護
者
　

◎
5
歳
児
(
昭
和
5
8
年
4
月
2
　
　

日
1
5
9
年
4
月
1
日
生
)
　

◎
4
歳
児
(
昭
和
5
9
年
4
月
2
　
　

日
～
6
0
年
4
月
1
日
生
)
　

◎
3
歳
児
(
昭
和
6
0
年
4
月
2
　
　

日
～
6
1
年
4
月
1
日
生
)
　

▽
保
育
料
を
、
9
月
分
ま
で
完

納
し
て
い
る

補
助
金
の
額

い
ず
れ
も
月
額
1
　

万
円

受
付
期
限
9

月
4
日

支
給
時
期
1
0

月
下
旬
予
定

申
請
方
法

▽
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま

た
は
幼
稚
菌
類
似
施
設
に
在
籍

す
る
菌
児
の
保
護
者
は
、
菌
か

ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い

▽
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ

る
私
立
幼
稚
圜
ま
た
は
幼
稚
園

類
以
施
設
に
在
籍
す
る
園
児
の

保
護
者
は
、
本
人
が
匱
接
、
教

育
委
貝
会
事
務
局
学
事
第
二
係

へ
申
讀
し
て
く
だ
さ
い

個
人
申
睛
に
必
要
な
も
の

▽
印
か
ん
(
朱
肉
使
用
の
も
の
)

▽
園
児
在
籍
証
明
S
(

区
所
定

様
式
の
も
の
)

▽
支
払
い
は
囗
座
振
込
み
の
た

め
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
を
除
く
)

そ
の
他

▽
私
立
幼
稚
園
入
園
料
お
よ
び

保
育
料
に
よ
っ
て

、
補
助
金
が

調
整
(
減
額
)
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

▽
住
所
を
移
転
し
た
場
合
は
、

足
立
区
に
在
住
し
た
月
分
を
申

讀
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
請
書
類
は
幼
稚
園
ま
た
は

学
事
第
二
佩
に
あ
り
ま
す

閥
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

減
免
し
ま
す
幼
稚
園
の
保
育
料

幼
児
の
幼
稚
圃
就
菌
を
奨
励
す

る
た
め
、保
育
料
を
助
成
し
、保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
珮
し
ま
す
。

対
象

区
内
に
居
住
し
、
公
認
私

立
幼
稚
園
お
よ
び
公
立
幼
稚
園

に
5
歳
児
(
昭
和
5
8年
4
月
2
　

日
～
5
9年
4
月
1
日
生
)
、
4
歳

児
(
昭
和
5
9年
4
月
2
日
～
6
0
　

年
4
月
1
日
生
)
を
通
菌
さ
せ

て
い
て

、
上
表
に
該
当
す
る
家

庭
申
込
方
法

各
幼
稚
菌
に
偉
え
て

あ
る
申
請
用
紙
に
必
要
亊
項
を

記
入
の
う
え
、
平
成
元
年
度
区

民
税
課
税
証
明
S
を
添
え
、
各

幼
椎
菌
長
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
申
込
期
限
7

月
1
0日

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学
事
第
二

係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

保 育 料助成 対象 世 帯

※ 世帯構成員中、2 人以上に所得がある場合、
所 得 割 課 税 額 の 合 計 額 と す る 。

足
立
区
生
業
資
金
を

貸
し
付
け

ま
す

対
象

一
般
の
金
融
磯
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で

、

こ
の
資
金
を
借
り
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
独
立
の
生
計
が
立
て

ら
れ
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る

▽
原
則
と
し
て

、
世
帯
の
生
計

を
立
て
る
住
民
登
録
の
世
帯
主

で
あ
る

▽
事
業
の
拡
充
ま
た
は
新
規
で

閧
業
す
る

▽
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
1
名

つ
け
る

賃
付
限
度
額
1

世
帯
あ
た
り
、
1
0
0

万
円
以
内

利
串

年
2
.
8
%
(据
置
期
間
中
は

無
利
子
)

返
済
方
法
5
0

回
元
利
均
等
僕
還

(
6
ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
書
を
貸
付
係
に

提
出
(
用
紙
は
区
民
亊
務
所
に

も
あ
り
ま
す
)

申
込
期
間
7

月
1
7日
～
2
8日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
貸

付
係
　
8
8
2
-

―
―
―
㈹

身
近
な
食
品
テ
ス
ト

ビ
タ
ミ
ン
C

野
菜
や
果
物
の
ビ
タ
ミ
ン
C
は

壊
れ
や
す
い
も
の
。
今
回
は
、
調

理
や
保
管
法
に
よ
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
C

が
壊
れ
て
ゆ
く
様
子
を
テ
ス
ト

し
ま
す
。

曰
時
7

月
1
3日
(
木
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
～
3
時
3
0分

塲
所

消
費
者
セ
ン
タ
ー
(
無
料
)

対
象

区
内
在
庄
の
方

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

※
筆
記
具
・
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン

タ
ー
　
8
8
0
5
3
8
5

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
7
)

自
由
民
権
連
勳
は
、
思
想
的

に
は
西
欧
の
民
主
主
義
思
想
の

影
響
を
う
け
、
や
が
て
自
由
党

や
改
進
党
な
ど
の
政
党
が
組
嗽

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
邏
勣
は
、
地
租
を
軽
く

し
て
も
ら
お
う
と
す
る
地
主
や

農
民
も
加
わ
っ
て
、
し
だ
い
に

激
化
し
て
い
く
の
で
す
。

解
放
令
の
実
態
に
失
望
し
て

い
た
同
和
地
区
の
人
び
と
も
、

部
落
解
放
の
願
い
と
結
ぴ
つ
け

て
、
こ
の
運
勳
に
参
加
す
る
人

が
で
て
き
ま
し
た
。

神
奈
川
、
兵
廱
、
大
阪
、
岡

山
、
福
岡
な
ど
で
、
民
権
運
勳

と
解
放
へ
の
顫
い
を
結
ん
だ
活

勳
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
自
由
民
権

運
勳
の
價
袖
で
あ
っ
た
中
江
兆

民
の
活
勳
は
、
社
会
的
に
注
目

さ
れ
ま
し
た
。
兆
民
は
、
明
治
2
0

年
に
保
安
条
例
に
よ
っ
て
東

京
を
追
放
さ
れ
大
阪
に
移
り
ま

す
。
そ
し
て
、2
3年
の
第
1
回

衆
議
院
選
挙
に
出
馬
し
て
当
選

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
阪
の
同
和
地
区

の
人
び
と
の
応
援
と
支
持
が
大

き
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
社
会
的
背
景
の
中

で
、
部
落
解
放
へ
の
勳
き
は
各

地
で
お
こ
り
、
同
和
地
区
の
人

た
ち
に
よ
る
自
ら
の
力
で
解
放

し
よ
う
と
す
る
団
体
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

明
治
3
5年
に
は
、
岡
山
県
の

三
好
伊
平
次
ら
に
よ
っ
て
「
備

作
平
民
会
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
同
和
地
区
が
一
丸
と
な
っ

て
協
力
し
、
風
俗
と
道
義
を
高

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ

し
て
「
部
落
民
よ
目
ざ
め
よ
、

自
分
の
手
で
自
分
を
解
放
せ

よ
」
と
呼
び
か
け
、
運
勦
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ
。

青少年を非行から

守る全国強調月間
7月1日～31日

次
代
を
担
う
青
少
年
を
心
身
と

も
に
す
こ
や
か
に
育
て
る
こ
と

は
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

今
年
も
総
務
庁
主
啗
の
「
青
少

年
を
非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
青
少
年
課

調
整
係
　

貎
1
1
1
1

㈹

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

こ
の
ほ
ど
、
次
の
地
域
の
水
洗

化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に

は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用
開

始
年
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
曹
支
所

6
0
2
8
8
2

な
お
、
水
洗

化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制

度
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
中
　

央
本
町
庁
舎
　

・
助
成
係
　
　

8
8
0
5
2
0
8

水 洗化可能 地域 ( 供用 開始元年5 月2 日)

く
ら
し
の

情
報

福

祉

届
き
ま
し
た
か

(
福
)
医
療
証

(
福
)
老
人
医
療
費
助
改
制
度

は
、保
険
診
療
の
自
己
負
担
額
　

(
本
人
一
部
負
担
金
を
除
く
)

を
助
成
す
る
東
亰
都
の
制
度
で

す
。区
で
は
こ
の
制
度
に
該
当

す
る
方
に
、7
月
1
日
か
ら
使

用
す
る
(
福
)
医
療
証
を
お
送
り
し

ま
し
た

。

受
紿
資
格
が
あ
る
の
に
ま
だ

(
福
)
医
療
証
が
届
か
な
い
方
、最

近
転
入
さ
れ
て
ま
だ
(
福
)
医
凍
証

の
申
讀
を
し
て
い
な
い
方
、
そ

の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

咳
当
す
る
方

▽
足
立
区
に
住
所
が
あ
り
、

大
正
8
年
7
月
2
日
か
ら
大

正
1
3年
7
月
3
1日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

▽
国
民
健
康
保
険
加
入
者
お

よ
ぴ
社
会
保
険
等
の
被
扶
養

者▽
所
縟
制
限
額
(
左
上
表
)
　

以
下
の
所
得
の
方

※
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
の
医

療
受
給
証
を
お
持
ち
の
方
や
、

生
活
保
護
(
医
療
扶
助
)
受
給

者
、
杠
会
保
険
等
の
被
保
険
者

(
本
人
)
は
該
当
し
ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
医

療
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

平成元年度 所得制限基準額表(福)

( 6 人以 上… 1 人につき33万円を加算) 昭和63年中の所得

ご
存
じ
で
す
か

一
部
負
担
金
の
特
例

7
0歳
以
上
(
一
定
の
陣
害
の

状
態
に
あ
る
方
は
6
5歳
以
占

で

、
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
入
院
時

の
一
部
負
担
金
は
1
日
槇
円
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
次
の
特
例

が
あ
り
ま
す
。

▽
低
所
得
の
方
(
特
別
区
民
税

非
課
税
世
帯
の
老
齢
福
祉
年

金
受
給
者
)
は
、1
日
3
0
0円

で
2

ヵ
月
を
限
度
と
し
ま
す

▽
特
定
疾
鰐
の
方
(
人
工
腎
臓

を
使
用
し
て
い
る
慢
性
腎
不

全
・
血
友
鰐
)
は
、
月
ご
と

に
1
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

該
当
す
る
方
(
麗
定
証
等
が

必
要
)
は
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

老
人
医
療
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

リ

ハ
ビ
リ
テ

ー

シ

ョ
ン

の
相

談
会

心
陣
セ
ン
タ
ー
で
は
、
在
宅

の
方
を
対
象
に
リ
(
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
相
談
僉
を

行
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い

。

曰
時
7
月
1
3
日
(
木
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

心
瞬
セ
ン
タ
ー

内
容

理
学
療
法
士
、
作
葉
療

法
士

、
番
護
婦
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
(
機
能
訓
練
、
日

常
生
活
上
で
の
エ
夫
、
悩
み

に
関
す
る
こ
と
な
ど
)

申
込
方
法

当
日
、
直
接
会
場

へ
問
合
せ
先

心
障
セ
ン
タ
ー
相

談
係
　
8
8
3
6
1
7
1

年
金

保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
方
ヘ

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す

。

経
済
的
な
亊
情
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
飜

(中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は

近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印
か

ん
、
国
民
年
金
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
た
期
間
の
年
金
額
は
、
保
険

料
を
納
め
た
期
関
の
3
分
の
1

の
額
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、1
0

年
以
内
に
追
納
す
る
こ
と
に
よ

り
年
金
頷
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
會
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

保
険
料
係
　
8
8
0
5
1
6
1

こ
ん

な
時

は
届

出
を

2
0歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
方

は
、K
の
よ
う
な
と
き
に
、
必

ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
2
0歳
に
な
っ
た
と
き
(
厚
生

年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
者

は
除
く
。
ま
た
、
屋
間
部
の

学
生
は
任
意
加
入
が
で
き
ま

す
)

▽
僉
社
な
ど
に
就
職
し
て
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
と

き
▽
僉
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き

▽
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
者
と
結
婚
し
た
り

、
ご
自

身
の
収
入
が
減
つ
て
、
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

▽
ご
自
身
の
収
入
が
増
え
て
、

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
な

く
な
っ
た
と
き

▽
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
人
で

、
配

偶
者
の
年
金
の
種
類
が
変
わ

っ
た
と
き

届
け
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
将

来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す

。
該
当
し
た

と
き
に
は
す
ぐ
に
区
民
亊
務
所

か
国
民
年
金
謀
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係
　

瞋
5
1
5
1

税特
別
区
民
税
・
都
民
税

納
期
後
の
取
扱
い

平
吹
元
年
度
の
特
別
区
民
税

・
都
民
税
第
1
期
分
の
納
期
限

は
6
月
3
0日
で
し
た
が
、
も
う

納
付
は
お
済
み
で
す
か

。

税
金
を
納
期
隕
ま
で
に
納
め

て
い
な
い
場
合
、
高
利
率
の
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差

し
押
さ
え
等
の
処
分
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
方

は
、
お
近
く
の
区
民
事
務
所

。

ま
た
は
納
税
課
窓
口
で
至
急
、

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お

。
特
別
な
事
囀
が
あ
っ

て
納
付
が
困
雌
な
場
合
は
、
納

税
課
ま
で
ご
相
破
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

納
税
課
　
8
8
0
5
0
9
6
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健康チ ェ ック

巡 回

健 康 診 査

成
人
病
の
予
防
は
、
定
期
的
に

健
康
診
査
を
受
け
、
鰐
気
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す

。ぜ
ひ
、巡
回

健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

日
程
・
場
所

下
表
の
と
お
り

受
付
時
間
午
後
1
時
4
5
分
～
2
　

時
4
5
分
(
夜
閧
健
診
は
午
後
6
　

時
～
7
時
)

※
9
月
以
降
の
日
程
は
、別
途
「
あ

だ
ち
広
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象

主
婦
、
自
営
業
の
方
、
商

店
で
働
い
て
い
る
方
な
ど
で

、

ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の

な
い
3
0歳
以
上
の
区
民
(
た
だ

し
結
核
検
診
は
1
6
歳
以
占

検
査
内
容

▽
結
核
検
診
(
X

線

間
接
撮
影
)

▽
循
環
器
検
診

(
血
圧
測
定
・
尿
検
査
等
)
　

▽
歯
科
検
診
(
虫
歯
・
歯
石
等
)

費
用
1
0
0
円

A
ご
注
意
V

▽
X

線
舞
影
を
行
い
ま
す
の

で
、
金
貝
類
の
つ
い
て
い
な
い

下
着
を
善
用
し
て
く
だ
さ
い
　

▽
貴
重
品
の
お
預
り
は
で
き
ま

せ
ん

▽
自
勳
車
で
の
ご
来
婦
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

マ
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い

※
検
査
の
結
果
、
必
要
が
あ
る
場

合
は
、
後
日
精
密
診
査
を
行
い
ま

す
(
費
用
・・・
5
0
0
円
、
循
環
器
検
診

の
み
)
。

※
一
般
診
査
、
柵
密
診
査
と
も
生

活
保
護
・
庄
民
税
非
課
税
世
帯
等

の
方
は
、
費
用
を
免
除
し
ま
す
。

申
込
方
法

直
接
会
場
ヘ

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(
　
8
5
5
　
4
1
5
1
)

、
千
住
保
健
所
(
　

瞋
4
2
7
7
)

、本
庁
舎
・
保
健

予
防
係
(
　

脱
1
1
1
1

㈹
)

巡回健康診査日程表

夜間健診は、8月3 日(木)・足立 保健所で行います。

( 受付時間午後6時～7時)

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

実
施
日
・
会
場

左
下
表
の
と
お

り
受
付
時
聞
午
後
2
時
～
3
時

対
象

満
4

歳
(
4
月
1
日
現
在
)

以
上
就
学
前
ま
で
の
保
育
園
・

幼
稚
園
に
通
つ
て
い
な
い
幼
児

接
種
費
用

無
料

接
種
方
法

朷
め
て
受
け
る
幼
児

は
、I
～
2
週
間
あ
け
て
2
回

接
種

。
昨
年
中
に
2

回
受
け
た

こ
と
の
あ
る
幼
児
は
、
―
回
接

種
※
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
の
予
防
接
種
に
も
れ
た
幼

児
、
児
童
、
生
徒
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

予
防
接
楫
を
受
け
ら
れ
な
い
幼
児

▽
発
熱
し
て
い
る

▽
著
し
い

栄
養
障
售
が
あ
る

▽
最
近
ま

た
は
現
在
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
(
心
臓
、
腎
臓
、
肝
臓
な
ど

の
病
気
で
急
性
期
、
増
悪
期
ま

た
は
活
勳
期
に
あ
る
幼
児
)
　

▽
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質

▽
予
防

接
種
で
高
熱
な
ど
異
常
な
副
反

応
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
　

▽
最
近
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

症
状
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

▽
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認

め
た
場
合

※
当
日
は
体
温
を
測
り
、
毋
子
手

帳
と
印
か
ん
を
持
参
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
保
健
予
防

係
(
　
8
2
2
1
1
1
1
㈹
)
、
足
立

保
健
所
業
務
係
(
　
8
5
5
4
1
5
1
)

、千
住
保
健
所
業
務
係
(
　
8
8
8
4
2
7
7
)

日本脳炎予防接種会場

子
供
の

豊
か
な
心
を

育
て
る
子
育
て

幼
児
期
。特
に
2
～
3
歳
を
過

ぎ
る
と
自
己
主
張
や
個
性
が
強
く

出
て
、
親
と
の
衡
突
も
日
常
茶
飯

亭
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期

は
一
番
子
育
て
が
大
変
で
す

。

子
供
の
心
が
ど
の
よ
う
に
発
適

し
成
長
し
て
ゆ
く
の
か
、
観
や
大

人
は
、
ど
の
よ
う
に
応
じ
た
ら
良

い
の
か
、
楽
し
い
子
育
て
を
す
る

た
め
に
考
え
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
7

月
2
4日
(
月
)
、
午
後
2
　

時
～
4
時

対
象
3

歳
～
就
学
前
の
子
供
を

持
つ
方
お
よ
び
希
望
者

謫
師

金
子
保
氏
(
淑
徳
大
学
教

授
)

申
込
方
法

電
話
予
約

※
保
育
室
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
・
場
所

中
央
本
町
保
健
相

談
所
　
8
8
0
5
3
5
1

お
酒
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
ヘ

酒

害

相

談

お
酒
を
や
め
た
い
が
や
め
ら
れ

ず
悩
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
家
族

を
対
象
に
、
専
門
医
、
保
健
婦
に

よ
る
酒
害
相
談
を
毎
週
―
回
行
つ

て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
仲
間
と
一
緒
に
相
談
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

曰
時
・
場
所
▽
千
住
保
健
所
…
　

第
1
・
第
3
木
曜
日
、午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
▽
足
立
　

保
健
所
・・・
第
2
・
第
4
木
瞳
日

、

午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

間
合
せ
先

千
住
保
健
所
(
　
8
8
8

4
2
7
7
)

、
足
立
保
健
所
(
　
8
5
5
4
1
5
1
)

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央本町 保健相談所　880- 5351

夏は血液 が不足 し ます

愛の血液助
けあい運動
7月3日～31日

血
液
は
、
長
期
保
存
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め

、
絶
え
ず
一
定

の
血
液
が
必
要
で
す
。
区
で
も
、

蒭
飾
区
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
て
、
献
血
の
推
進
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す

。

今
回
、
下
表
の
日
程
で
献
血
を

行
い
ま
す
。特
に

、夏
は
保
存
血
液

が
不
足
す
る
た
め
区
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
、
本

庁
舎
・
保
健
予
防
係
(
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

7 月の献血予定表

( 受付時間: 午前10時～午後3時30分、昼食休憩時間を除く)

掲示
板

□
「
働
く
高
齢
者
」
体
験
手
紀

の
募
集

内
容

①
「
働
く
喜
ぴ
と
高
齡

者
の
就
業
槻
会
拡
大
へ
の
期

待
-
私
の
就
巣
体
験
か
ら
」

(
5
0歳
以
上
で

、
現
在
働
い

て
い
る
方
ま
た
は
こ
れ
か
ら

働
こ
う
と
し
て
い
る
方
に
限

る
)
②
「
働
く
高
齢
者
と
と

も
に
i
高
齡
者
の
働
く
姿
を

み
て

」

対
象

都
内
在
住
・
在
励
の
方

応
募
方
法

嶺
字
略
め
原
稿
用

紙
4
～
8
枚
(
郵
送
)

応
募
期
限
7

月
3
1日

問
合
せ
先

労
働
経
済
局
高
齡

者
対
策
室
就
業
閧
発
課
(
〒

川
-
8
1
千
代
田
区
丸
の
内
3
　
-
8

―
1
　

Ⅲ
1
1
　

㈹
)

□
契
約
書
や
領
収
書
の
印
紙
税

の
取
扱
い

次
の
S
類
に
つ
い
て
は
消
費

税
を
含
ま
な
い
金
額
で

。
印
紙

税
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
負
お
よ
び
不
勳
産
の
譲
渡

に
関
す
る
契
約
S

▽
金
銭
ま
た
は
有
価
証
劵
の
受

取
S

例

▽
請
負
金
額
圈
万
円
、
消

費
税
3
万
円
、
計
1
0
3万
円

▽
躋
負
金
額
1
0
3万
円
、
う
ち
消

賢
税
3
万
円

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
消
費
税
を
含
ま
な
い
金
額
は

囹
万
円
に
な
り
ま
す
の
で
印
紙

税
は
2
0
0円
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

各
税
務
醫

□
夏
休
み
親
子
水
道
施
設
見
学

会日
程
8

月
1
7日
～
2
8日

対
象

都
営
水
遭
を
使
用
し
て

い
る
地
斌
の
小
学
4
年
生
と

そ
の
保
霞
者

定
員

千
鵡
人

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ

く
わ
し
く
は

。
水
遭
局
総
務
部

広
報
課
　
2
1
2
2
0
9
4

□
7
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
2
期
分
の
納
期
で
す

4
月
に
送
付
し
た
納
付
S
に

よ
り
、
金
融
機
関
ま
た
は
都
税

事
務
所
で
7
月
3
1日
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

納
税
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
鰆
が
便
利
で
す
。

問
合
せ
先

足
立
都
税
事
務
所

唹
2
1
1
1

□
気
を
つ
け
よ
う
梅
雨
期
の
交

通
事
故

梅
雨
の
季
節
は

、
次
の
よ
う

な
特
徼
が
あ
り
ま
す

。
一
人
ひ

と
り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
邇
転
者
・
:
視
野
が
妨
げ
ら

れ
、
路
面
が
滑
り
や
す
く
な

る
▽
歩
行
者
・
:
傘
を
さ
し
た
り
。

レ
イ
ン
コ
ー
ト
な
ど
で
視
界

が
悪
く
、
勳
作
が
緩
慢
に
な

る
▽
自
転
車
・
:
視
界
が
思
く
、
ブ

レ
ー
キ
の
き
き
も
弱
く
な
る
A

千
住
・
西
新
井
・
霞
瀬

警
察
署
V

□
東
京
都
北
清
掃
工
場
建
設
事

業
の
環
境
影
響
秤
価
書
案
の
縦

覧
・
閲
覧
の
中
止

「
東
京
都
北
灣
掃
工
場
建
設

亊
巣
」
の
環
境
影
響
評
価
の
手

続
き
が
、
一
時
的
に
行
わ
れ
な

く
な
り
、縦
覧
・
閲
覧
は
中
止
。

意
見
s
は
受
け
付
け
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
會
せ
先

東
亰
都
環
境
保
全

局
環
塊
管
理
部
環
境
彫
響
評

価
響
査
靈
　

泪
7
4
1
1

□
少
年
相
談
所
開
設

日
時
7

月
1
3日
～
1
8日
、
午

前
1
0時
～
午
後
5
時

婦
所

松
坂
屋
上
野
店
(
本
館

6
階
催
亊
場
)
、
無
料

内
容

お
子
さ
ん
に
関
す
る
相

談
全
般
。
専
門
の
相
談
貝
が

心
理
テ
ス
ト
も
行
い
ま
す

※
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

問
合
せ
先

警
視
庁
少
年
第
一

課
(
少
年
相
談
蚕
)5

8
1
4
3
2
1

□
講
座
「
女
性
が
働
く
こ
と

」

日
時
7

月
1
1日
(
火
)
、
午
唆

6
時
1
5分
～
8
時
4
5分

場
所

北
千
住
ウ
ィ
ズ
7
階
ウ

ィ
ズ
サ
ロ
ン
(
受
講
無
料
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
所
定

の
申
込
書
で

申
込
・
問
合
せ
先

柬
亰
都
王

子
労
政
事
務
所
労
働
教
育
係

鶉
0
1
1
7

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
お
天
気
教
窒
(
足
立
区
山
岳

連
盟
)
7
月
1
0
・
H
日
、午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分
/
梅
田

セ
ン
タ
ー
/
3
0
人
(
先
籥
順
)
/

受
講
料
漣
円
(
当
日
会
場
支
払
)
/

生
活
に
役
立
つ
天
気
図
の
見

方
/
荒
川
　
翻
8
0
0
0

☆
第
4
2
回
足
立
よ
い
映
圖
を
み

る
会
「千
羽
づ
る
」7
月
2
2

・
2
3
日
、午
前
1
0
時
・
午
後
0

時
1
0
分
・
2
時
3
0
分
/
文
化
会

館
、産
業
振
興
館
/
入
場
料
7
0
0

円
(
4
歳
以
占
/
荒
井
　
8
5
8
3
0
4
8

☆
バ
ザ
ー

ア
月
9
日
百
)

、

午
前
1
0
時
～
午
後
1
時
/
文

呉
、食
器
、手
作
り
品
コ
ー
ナ

ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
食
ぺ
物

コ
ー
ナ
ー
な
ど
/
う
め
だ
・
あ

け
ぼ
の
学
園
(
梅
田
7
-
1
2
-
1
5
　

叫
1
1
9
0
)

=
募

集
=

☆
チ
ャ
ク
ラ
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
週
金
疆
日
、
午
前
1
0
時
八
‥

時
3
0
分
/
晁
浜
セ
ン
タ
ー
/
入

会
金
千
円
、
月
額
千
5
0
0
円
/
初

心
者
歓
迎
/
白
樫
　
8
8
3
4
3

☆
第
6
回
四
季
晨
作
品
募
集

油
彩
、
水
彩
、
日
本
画
、
手
工

芸
、
そ
の
他
/
7
月
1
4
日
～
1
9

日
/
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
朷

心
者
出
品
歓
迎
、指
導
あ
り
/

矢
沢
　

瞋
6
8
0
8

☆
女
声
合
壗
団
(
葦
)
毎
週

火
曜
日
、午
戰
…
一
時
～
午
後
0

時
3
0
分
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
月
額
3
千
円
/
初
心
者

も
歓
迎
/
坂
口
　
8
8
6
9
7
2
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区 民大学企画案 を募集し ます

テーマ「あすの
教育を考える」

教
育
委
與
会
で
は
、区
民
の
皆

さ
ん
の
生
涯
学
習
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
、区
民
大
学
を
閧
講
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、現
在
問
わ
れ
て
い
る

教
育
に
関
す
る
様
々
の
問
嘔
を
取

り
上
げ
る
予
定
で
す
。

講
座
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

す
る
た
め
、皆
さ
ん
か
ら
講
座
で

と
り
上
け
て
欲
し
い
内
容
、
要
望

な
ど
企
固
案
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

諞
座
実
施
月
1
0

月
1
1
2
月
(
全

1
2回
)

※
企
画
案
は
1

回
限
り
で
も
1
2回

を
通
し
た
も
の
で
も
可
。

テ
ー
マ

あ
す
の
教
育
を
考
え
る

応
募
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
封
書

に
企
画
案
と
庄
所
、
氏
名
、
職

業
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

応
募
期
限
7

月
1
4日
必
譱

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文

化
振
興
係
(
〒
1
2
0千
住
I

―
4

―
1
8
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

足
立
区
職
員

(
保

母
)

選
考
日
9

月
2
4日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
2
年
4
　

月
1
日
以
降

募
集
人
員

約
4
5人

受
験
資
格

昭
和
3
5年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
現
に

保
母
資
格
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
平
成
2
年
3
月
ま
で
に
保
ほ

資
格
取
得
見
込
み
の
方
(
た
だ

し
厚
生
大
臣
が
保
母
養
成
施
設

と
し
て
指
定
し
て
い
る
4
年
制

の
大
学
は
除
く
)

申
込
方
法

履
鬯
霄
1
通
を
持
参

し
、直
接
ま
た
は
郵
送

受
付
時
間

午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
期
限
9

月
5
日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
人

事
係
(
〒
1
2
0千
庄
1

―
4
―
1
8
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

特
別
区
職
員

(
Ⅲ
類
・
保
健
婦
)

試
験
日
1
0
月
8
日
(
日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
2
年
4

月
1

日

以

降

職

橦

お

よ

び

受

験

資

格

上

表

の

と

お

り

郵

送

申

込

期

限

9

月
6

日

消

印

有

効

持
参
申
込
期
間
　

▽
都
内
各
区
　

役
所
・
:
9
月
　

H
日
～
1
3
日
　

▽

特

別

区

人

事

委

貝

会

事

務

局

試

験

課

…
9

月
1
1
‥
日

1
1
4
日

※
い
ず
れ
も
、

午
前
1
0
時
～
午

後
5

時

。

申
込
S

類
配

忖

場

所

都
内

各
区

役
所

、

特
別
区
人
亊
委
貝
会
事
務
局
試

験
課

申
込
・
問
合
せ
先

い
ず
れ
も
特

別
区
人
事
委
貝
会
事
務
局
試
験

課
(
〒
1
0
2千
代
田
区
九
段
北
1

―
1
1
4
　
2
6
5
0
6
7
1
)

特別区職員の募集― 職種および受験資格の概要

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員

仕
事
の
内
容

食
品
、
水
等
の
分

析
お
よ
び
試
験

資
格

大
学
で
化
学
、
薬
学
、
衛

生
学
を
専
攻
し
、
化
学
分
析
の

経
験
の
あ
る
方

募
集
人
員
1

人

勤
務
期
聞
9
月
7
日
1
1
2
月
2
7
日

勤
務
時
間

午
前
9
時
1
午
後
4
　

時
(
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
)

賃
金

日
額
8
千
5
0
0円

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

8
8
0
5
3
7
0

情 報 コ ー ナ ー

7 月 の 安 売 り デ ー

生 活 教 室
日時7月11日( 火) 、午前10時～正　
午

場 所 花畑区民 センタ ー
対象 区内 在住・在勣 の瞞人
内 容 趣味と 生きがいづく り
※ 皆 さんの 趣味を1 人だけ のものに
せ ず、どう 社会の中で生 かせるか。
とも に考えて みまし ょう。
講 師 安藤義 雄氏( 足 立区 生汪学習
推進協議会 委員知育 部長)

費用 無料
定員30 人( 先善順)
申 込方法 匱接窓 囗また は電話
受 付開始7 月5 日
申 込・問合 せ先 花畑区民 センタ ー

850 ―2617

☆職業サービスセンター☆
工業用ミシン縫製技能購習会

日曄き7月17日～8月4日( 土・日　
l ・日を5&く15日限1) 、午淅T1( X晦～午　
1麦3E降

対象 区内 在住の初心者
内 容 基礎 縫いからブ ラウス等の製　
作

定員16 人( 先着順)
費用 無料{ 教材費実 費負担2, 0D0 円　
程度)

申 込 方法 庄 所を 儼 記で き るも の　
(健康保険 証等) を持 参し て、匱　
椄窓口へ

受 鉗鬨始7 月11日、午 前9 時
壜所・申込 ・問 合せ先 職業サービ　
スセンター( 綾瀬ブ ルミエ内)

838 ―3584

第42 回 区民 水泳競技大会
兼墨東五区水泳大会予選会

日時8月20日( 日) 、午前8時～8時　
45分受 付( 午前9 時 開会)

塲所 総 合スポーツ セン タープ ール
参加資 格 小学5 年生以 上の区内 在住
・在勤 ・在学の方

親枝穡目 下表のとおり
申 込方法 往復ハガ キまたl j 所定 の申
込盡( 体育課にあり) に庄所、氏 名、大
会当 日 の 年齡( 小・中・高 校生 は 学
年) 、電話 番号、参加 種目、所属( 小・中
・高 校生 は学校名) を明 記

※ 小・中学 生は。大会当 日、保護者 ま
た は引率者 の同伴が必要 です。

申込期限7 月21日必蕎
申込・問合せ先 本庁舎・体育振興係
〒120千住1 ―4 ―18

882―11116㈹
競 技 種 目

○ 小・中学校は各校1 種目3 人以内とす る。(リレー、ファミリーリレーを除く)
○ 1 人2 種目までとし、小・中学生は1 人1 種目とする。(リレー、フ ァミリーリレー を除 く)
○ 小・中高校生の参加は、通学し ている学校でまとめて申し 込む。
○ 年 齢は 大会日とする。
○ ☆は墨東五区大 会予選種目。

お ば け や し き
曰時7月15日( 土) 、午後1時30分～　
3時30 分

対象 幼 児、小 ・中 学生、地域 の方
定員600人( 先櫞順)
問合 せ先 西部区民 福祉センタ ー

897 ―5016

お気軽にご利用ください

交 通 事 故 相 談
日時 第2 ・第4 土曜日、日曜日、

祝日を除く毎日、午前9時～午　　
後4 時( 二1二曜日は正午)

内容 示談方法、擒害額積算、保険
関係など

住宅修繕等相談
住まいの増改築などのほか。ちょ
つとした修縋でもお気軽にご利用く
たさい。足立区住宅相談センター(区
内建築業者団体)へ、施工業者のあっ
せんを依頼します。
――いずれも――
申込方法 疸接窓囗または電話
場所・問合せ先 本庁舎・区民相談室

882―1111㈹

スズム シをさしあげ ます
元淵江公園生物館で飼育したスズ
ムシを無料でさしあげます。
配布日7 月29・30日
配付場所 元淵江公園生物館
申込方法 往復ハガキに庄所、氏名、
電話番号、Fスズムシ希望jと書き、
返信用ハガキのあて先に住所。氏
名を必ず記入

※ 眤て募多数の場合は抽選。
申込期限7 月17日消印有効
申込・問合せ先 東部公園管理事務
所 〒120 瀬2- 30- 6

602―8836

夏休み親子区内めぐり
区内 の 施設 を バス でご 案 内し ま

す。親子で 夏休みの楽しい 思い出を
つくり ませ んか。
日時7月26・27日、午前9時30分　～

午後4 時
見学施設 エル・ソフ ィア( 消費 者
センタ ーで実験をし ます) 、老人 会
館、 教育センター( プ ラネタリ ウ
ム) 、 見沼代親水公 園

対 象 区内 在 住 の小 学生 と そ の 親
( 親子一 人ずつに限り ます)

定員 両 日とも15組( 抽選)
費用 無 料( 昼食は必 ずご持 参くだ
さい)

申 込方法 往厦ハガ キに、希望日、親
子の氏 名と年齢、学 年。住所、電 話
番 号、「親子施設 めぐり参加希 望」
と明 記( 1 世帯1 通に限り ます)

申 込期限7 月11 日消印有効
申 込・問 合せ先 本庁舎・広聴 係
〒120 千住1 一4- 18

882 ―1111 ㈹

少年魚つり大会 = お 知 ら せ=

今年度より、少年魚つり大会の実
施日を夏休みから春休み期間中に変
更しました。

国保「海の家・山の家」利用ご案内
7 月18日から8 月30日まで。国民健

康保険夏季保健施設「海の冢・山の家」
を閲設します。まだ、各施設に空室が
ありますので、ぜひ、ご利用ください。
申込方法 空室の育無について、あら
かじめ問い合わせのうえ。使用料(部

屋代) を添えて。廈接窓囗へ
※ 区民亊務所では、受け付けていませ
ん。
申込・問合せ先 中央本町庁舎・国民
健康保険課庶務係　880 ―5121

国保「海の家」・「山の家」開設施設一覧表

※ 定員/ 海の家　6 畳 ―4 人, その 他―5 人　 山の家　8 畳 ―4 人, 10 畳 ―5 人, 1 棟―6 人
※ 食事料は現地払い です。

Y. N. 　240, 000


